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1. はじめに 近年、地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース(気候変動リスク情

報創生プログラム(2015)、以降「d4PDF」という。) 等様々な気候変動予測データが整備・公開され

ている。これらデータを用いて国土交通省では、気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会を平

成30年度から2か年に亘って開催し、「気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言」を公表し将来

気候の降雨量の変化傾向を考慮した治水計画の考え方を示している。一方、同提言では降雨特性の類

似性から区分した15の地域区分単位で日本全国の評価を行っており、時空間的により高解像度なデー

タが必要となる受益面積3,000ha程度の農業農村整備事業実施地区での影響検討はなされていない。 
そこで農林水産省農村振興局鳥獣対策・農村環境課では、農業農村整備事業実施地区における地球

温暖化に伴う豪雨の変化傾向及びその影響についてケーススタディを実施することとし、国営総合農

地防災事業「Ｋ地区」の集水域を対象地域（受益地周辺と上流域で整理）として時間単位の情報を保

有した気候変動予測データを用いた検討を行った。ここでは、将来豪雨の変化傾向の調査方法とその

結果について報告する。  
2. 用いた気候変動予測データ 気候変動予測データは、Sasai et al.(2019)が作成した「d4PDF及

び同2度昇温実験を気象研究所地域気候モデルNHRCMにより5kmにダウンスケーリングしたデー

タ（時間分解能1時間）」を用いた。過去実験、及び将来気候を仮定した2度上昇実験・4度上昇実験

が用意されており、それぞれの実験において31
年分、アンサンブルメンバが12メンバ存在する

(以降同データを「d4PDF (5km,SI-CAT)」という)。 
3. 将来豪雨の変化傾向の調査方法 各メンバの

年最大降雨から算出される確率雨量値はメンバに

よってばらつき、各実験間での変化傾向を捕捉し

難い(図1)。そこで本調査では、各メンバの年最

大降雨を同一の母集団からの標本と考え、全メン

バを統合した372年分のデータを用いてGumbel
法により確率雨量値を算出し、日単位及び時間単

位での10年確率降雨の変化傾向を調査することと

した。ここで用いた年最大降雨は、対象地域におけ

るd4PDF(5km,SI-CAT)を工藤ら(2012)の手法を時間

雨量に適用しバイアス補正を行った時間雨量データ

から算出したものである。 
4. 日単位でみた将来の豪雨の変化傾向  

10 年確率日雨量の過去実験に対する 2 度上

昇実験・4 度上昇実験の変化傾向をみると（図

2、2 度・4 度上昇実験の確率雨量を過去実験の

各格子の確率雨量で除することにより比率で表
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図 1：受益地周辺域内 1 格子における 
確率雨量(日雨量)とその再現期間 

One example of relation between various 
probabilistic rainfall amounts and their 

return periods in the study area 
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示)、2 度上昇実験においては受益地周辺と上流

域での降雨量変化倍率はほぼ同程度であった

（受益地周辺：1.10～1.16、上流域：1.09～1.19)
が、4度上昇実験においては変化傾向に相違が見

られた（受益地周辺：1.08～1.20、上流域：1.15
～1.32)。    
5. 時間単位でみた将来の豪雨の変化傾向 

4.に見られた相違の時間単位での傾向を確認す

るため、受益地周辺・上流域での領域平均雨量を

用いて時間単位(1 時間、3 時間、6 時間、12 時

間、24 時間雨量)での 10 年確率値から確率降雨

強度曲線を作成し、比較を行った。結果、受益

地周辺・上流域共に短時間の降雨ほど過去実験

からの降雨量の変化倍率が大きくなる傾向が

みられ、特に上流域で大きくなっていた(図 3)。 
 今回高解像度の気候変

動予測データを用いるこ

とにより上流域の急峻な

地形の影響が一定程度考

慮され、500km2に満たな

い本対象地域においても

地域内の地形条件の相違

の影響が豪雨の変化傾向

に現れたのではないかと

考えられる。   
6.まとめ・今後の展望 

本調査より、「Ｋ地区」集水域においては

温暖化が進行するほど豪雨がより短時

間に集中化し、地区内での水田の湛水被

害等のリスクに影響を及ぼす可能性が

あることが示唆された。 
また、今回は全アンサンブルメンバを統合し、2度上昇実験・4度上昇実験の過去実験に対する豪雨の

変化傾向のみ調査したが、これら豪雨が事業地区に及ぼす影響を調査する際には、降雨波形も重要な要

素となる。d4PDF(5km,SI-CAT)の各アンサンブルメンバからは、時間単位での様々な降雨波形が抽出

可能であり、実際の事業計画等にこれらデータを用いることで豪雨の変化傾向だけでなく、不確実性も

含めた影響調査が可能と考えられる。   
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図 2：2 度上昇実験(左)4 度上昇実験(右)の過去実験 
に対する降雨量変化倍率(日雨量・10 年降雨) 
Trends of projected future daily 10-year rainfall 

(showing by ratio from historical climate simulation) 

図 3：10 年降雨における確率降雨強度曲線 
（左：受益地周辺、右：上流域） 
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